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これまでの「たより」は KSSVC で検索を                             《裏面に続きます》 
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新年度を迎え、新しい環境に不慣れな時期に 
心配されるのは交通事故です。多くの学校では、交
通安全に対する意識を高めるために「交通安全教
室」を開催しています。 

 

 

自転車の正しい乗り方とマナーを身に付けるこ

とを目的に行いました。初めに、交通ルールの再確

認と自転車の点検を行った後、運動場に作られた

コースを実際に運転しながら、横断歩道の渡り方

や見通しの悪い交差点での運転など、「確認」する

ことの大切さを学習しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

小林警察署、交通安全協会の方々を講師に、 

１・２年生は横断歩道の渡り方について、３年生以

上は自転車の正しい乗り方について、実技を通し

て学習しました。歩行中も、自転車運転中も、「確

認する(見る)こと」が事故を防ぐ第一歩であること

を教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童、保護者、来賓の皆さんが見守る中、 

７名が、将来の夢とそれを実現させるために頑張

っていることを堂々と発表しました。 

式終了後は、６年生・保護者とともに語り合うシ

ンポジウムが開かれ、夢実現のために必要なこと

について、意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「石臼」「七輪」「大のこぎり・斧」「炭火アイロ

ン」「背負子(しょいこ)・みの」などを実際に使って、

昔の生活を体験しました。使い方を教えてくださ

ったのは、小林ガイドボランティアと社会教育課

の皆さんです。 

現代の道具と比べると重かったり、手間がかか

ったりしますが、子どもたちの目には好奇心が溢

れていました。 

  
 

 

 

 

 

 

 幸ｹ丘小学校  

このKSSVCだよりでは、地域等と学校が「連携・

協働」して行う「地域学校協働活動」を紹介してい

ますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のための

臨時休業などにより、予定していた取材活動ができ

ない状況がありました。 

 そこで、今月号では、昨年度、紙面の都合 

で紹介できなかった活動も掲載しています。 

令和２年度  

５月号 回 覧 

小林市教育委員会 社会教育課 KSSVC事務局  (℡22-7912) 

 

Kobayashi School Support Volunteer Center 

交通安全教室 

立志式・夢シンポジウム 紙屋小 ５年生  

昔の生活を体験 南小 ３年生  

ここからは、２月までに取材した活動です。 
学年は当時のものです。 

 紙屋中学校 

立志式の後、夢について語り合ったシンポジウム 

https://www.irasutoya.com/2012/03/blog-post_04.html


これまでの「たより」は KSSVC で検索を                     R2.5.1 地域回覧  

 

 

２回目となる交流学習が野尻小で行われました。 

新聞紙で作った「棒」をつないで作品を作る図工

の授業「つなぐんぐん」です。 

３校混合による 10グループに分かれ、何を作る

のかを話し合った後、協力しながら創作していき

ましたが、２回目ということで、すぐに打ち解け、

楽しく活動していました。 

最後は、発表会を行い、各グループが苦心して作

った作品をお互いに鑑賞しました。 

この後は、５年生で宿泊学習を、６年生で修学旅

行を合同で実施しながら、さらに交流を深めてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓、保護者の皆さんが見守る中、１３８名が、

将来に向けての決意を一人ずつ発表しました。 

大きな声で堂々と発表する姿は、大変頼もしく

見えました。  

式後は、放送中の事故による四肢体幹麻痺を乗

り越えて復帰を果たされた、テレビ宮崎アナウン

サー柳田哲史さんの「夢の持つチカラ」と題する講

演に、全員が真剣な表情で聞き入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林保健所から講師を招いて、全校生徒と保護

者の皆さんとが一緒に学習しました。 

①薬物乱用とは、②薬物乱用はなぜいけないの

か、③薬物乱用に陥らないためには、という流れで

分かりやすく教えていただき、違法薬物の怖さ、断

る勇気の大切さなどを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３校交流学習 野尻小・栗須小・紙屋小 ４年生  

立志式・講演会 小林中 ２年生  

 

 

子どもたちと一緒に、活動してみませんか？ 

学校の活動をサポート（お手伝い）してくださるボラン

ティアを募集しています。ボランティア登録された方々

は、市内の小・中学校に紹介いたします。 

登録の仕方など、詳しくは KSSVC事務局へお問い

合せください。 

電話：２２－７９１２（中央公民館 社会教育課内） 

 

＜サポートの例＞ 

○子どもたちとの交流や遊び  ○農業や栽培 

○草刈りなどの環境整備     ○備品の修理 

○伝統工芸や伝統芸能     ○裁縫や調理実習 

○朝自習の丸つけ         ○読み聞かせ   

・・・など、どんなことでも結構です！ 

昔の遊びで交流     しめ縄づくりで交流 

丸つけサポート       読み聞かせ 
講師の柳田さん 

薬物乱用防止教室 細野中  

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1557278963/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE1LzA0L2Jsb2ctcG9zdF8zMy5odG1s/RS=%5eADB2nQvKlkhmyWn.vU8A5_eXTzThYc-;_ylt=A2RiouNz39BcpEUAIjKU3uV7
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小林警察署と交通安全協会の皆さんから、横断

歩道の安全な渡り方を教わりました。 

「右よし」「左よし」「信号よし」など、大きな声

を出して確認する練習を繰り返し、自分の命を自

分で守る力を身に付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年、中学年、高学年に分かれ、小林警察署と

交通安全協会の皆さんから指導を受けながら、交

通事故を防ぐために必要なことを学習しました。 

ダミー人形での衝突実験のあと、１・２年生は横

断歩道の安全な渡り方、３～６年生は自転車の正

しい乗り方と横断歩道の渡り方を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時

休業が続く中、家庭で過ごす子どもたちへの「応援
メッセージ」を募集したところ、多くの学校から寄
せられました。 
どのメッセージにも先生方の思いが詰まってお

り、全てを掲載したいのですが、紙面の都合で一部
だけご紹介します。（一部、編集をしています） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東方中学校のメッセージ 

実際のﾒｯｾｰｼﾞは市のﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞで閲覧できます 
 
  ＫＳＳＶＣ で検索し、「地域学校協働活動事業－
小林市ポータルサイト」を選んでいただくと、 
メッセージを見ることができます。 

半月ごとの二十四節気をさらに約５日おき

に分けて、季節の動きや動植物の変化を知らせ

るのが七十二候です。 

６月１０日頃は「腐草為蛍(くされたるくさ

ほたるとなる)」と言い、草の中から蛍が舞い、

光を放ち始める頃だそうです。 

この時期、市内の小学３年生は、市独自の教科「こ

すもす科」で、小林の自慢のひとつ「ホタル」につい

て、専門家を招いたりしながら学習します。しかし、

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため

に例年どおりにできない状況もあるようです。 

早く、何の心配もなく学習や日常生活ができるよ

うになるために、力を合わせていきましょう。 

 

※ ちなみに気候という言葉は、二十四節気の 

「気」と七十二候の「候」から生まれたそうです。 

令和２年度  

６月号 回 覧 

小林市教育委員会 社会教育課 KSSVC事務局  (℡22-7912) 

 

Kobayashi School Support Volunteer Center 

交通安全教室 

細野小学校  

 三松小学校 １年生 

学校から子どもたちへの「応援メッセージ」 

東方中学校の生徒・保護者の皆さん、そしていつもお世話にな
っております地域の皆様、「新型コロナウイルスの苦境」を心を一
つに、みんなの力で乗り越えましょう。 
ステイホームで、家族と過ごす時間を大切にしてくださいね。生

徒の皆さんは、家族に貢献、勉強、趣味・特技など個性を伸ば
す！体の発育のためにも軽い運動は大事です。誠忠先生から教
わったトレーニングにも励みましょう！      輪太鼓まもる 

https://www.irasutoya.com/2019/08/blog-post_987.html


これまでの「たより」は KSSVC で検索を                     R2.6.1 地域回覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗須小学校のメッセージ 

小林中学校のメッセージ 

野尻中学校のメッセージ 

南小学校のメッセージ 

児童のみなさん、元気に過ごしているでしょうか。新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため、臨時休校が続いています。友達と

元気に遊んだり、少年団などで思い切り活動したりできずに、つ

らい思いをしているのではないでしょうか。  

さて、校門わきの石碑に次のような言葉が刻まれています。

「共同助力は人の道 己の利のみかえりみず 力をわかち ものをさ

き 苦しむ者を 泣く者を 助けて共に楽しまん」今、世界中が大変

な状況をむかえています。このようなときだからこそ、「共同助

力」。お互いのことを考えながら、自分にできることを一生懸命

に取り組みましょう。  

先生たちは、みなさんとまたいっしょに学習できる日のため

に、今、一生懸命準備をしています。みなさんも、学習やお手伝

いなど、今できることを一生懸命にがんばってください。おうえ

んしています。  

令和２年４月３０日 栗須小学校職員一同 

 

現在臨時休業中で、｢友達とも自由に会えない｣、｢学校で

の授業も受けられない｣、｢自分のやりたいこともできない｣、と

いう苦しい状態が続いていますが、それは皆さんだけではなく、

日本中の人たちが不自由な生活を強いられています。このよ

うなときだからこそ、みんなで心を一つにして、この困難を乗り越

えましょう！ 

そのためには、『今自分にできることは何か』をしっかり考え、

『実践すること』が大切です。皆さんならきっとできると信じてい

ます。先生たちも自分にできることに精一杯取り組みながら、

皆さんが元気に登校してくれることを心待ちにしています。 

令和２年４月小林中学校職員一同 

 

臨時休業が続く中、どう過ごしていますか。先日の登校日にみな

さんにアンケートをとりました。｢元気にすごしているので、こま

ったことはありません。｣｢勉強はお母さんに教えてもらっているの

でだいじょうぶです。｣など、元気に過ごしている内容がほとんど

でしたが、中には「勉強がおくれてこまる。」｢外に出られないか

ら運動不足になる。｣など心配事をかかえている内容もありまし

た。みなさんが今直面している状況は、つらかったり、不安だった

りするかもしれません。でも、やまない雨はありません。きっとま

た楽しい毎日がもどってくるでしょう。それまで、今自分たちにで

きることを続けましょう。１日でも早く学校が再開し、元気なみな

さんの姿が見られる日が来ることをわたしたちは待ち望んでいま

す。               小林市立南小学校職員一同 
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これまでの「たより」は KSSVC で検索を                             《裏面に続きます》 
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水泳シーズンを前に、緊急時における対応の仕

方を学ぶ研修会を行いました。 

「生死を分ける５分間」をテーマにした動画を

視聴した後、倒れている傷病者を発見した時の対

応、ＡＥＤの使い方、胸骨圧迫の行い方などの実習

を行い、「命を救うための力」を身に付けました。 

特に、胸骨圧迫については、トレーニングキット

を使って、正しい圧迫をするための姿勢や力の入

れ具合を体感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校の技術・家庭科の技術分野では、「作物の

栽培」について学習しますが、専門的なことを学ぶ

ためにお二人の方に支援していただきました。 

 

 

講師は、南西４区の区長で、農協の 

理事もされている下沖さんです。 

野菜は根菜類、葉菜類、果菜類の３つに分類さ

れること、肥料には、チッ素、リン酸、カリウム

の３要素が必要であること、サツマイモは植え方

によってイモの数、大きさが違うことなど、専門

的で興味深い話を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「栽培」の基本を学んだ後は、サツマイモの苗を

植える実習を行いました。 

この日、支援してくださったのは前ＰＴＡ会長

の木村さんです。ほとんどの苗が「黄金千貫」とい

う種類ですが、「シルクスイート」と「紅はるか」

という種類も１畝ずつ植えました。 

２人１組で協力しながら、１時間ほどですべて

の苗を植え終わりました。１１月の収穫時の学習

が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 トレーニングキット 

「新型コロナウイルス」という言葉を聞かない日

は無い状況が続いていますが、市内の小・中学校は、

現在、感染防止に努めながら通常に近い形での教育

活動を行っています。 

地域等と連携・協働して行う「地域学校協働活動」

も実施されるようになってきましたが、活動時間を

短くしたり、３密(密閉・密集・密接)にならないよう

にしたりなど、各学校で様々な工夫をしています。ま

た、これからの時期は、熱中症への対策も必要となっ

てきます。 

各学校の先生方や保護者・地域の 

皆様の子どもたちの健康に対する多くの 

ご配慮に敬意を表しますとともに、早い 

終息を心から祈りたいと思います。 

令和２年度  

７月号 回 覧 

小林市教育委員会 社会教育課 KSSVC事務局  (℡22-7912) 

 

Kobayashi School Support Volunteer Center 

心肺蘇生法の研修 

西小林中 ２年生 

 細野小 先生方 

「栽培」の授業 

 

１ 基本について学ぶ 

２ 実習から学ぶ 

木村さん 

下沖さん ｱﾏﾋﾞｴ 

https://www.irasutoya.com/2020/03/blog-post_30.html


これまでの「たより」は KSSVC で検索を                     R2.7.1 地域回覧  

 

 
 食育の一環としてサツマイモの苗植えを行う小
学校もあります。２校の取組を紹介します。 
 

 

支援してくださったのは、東麓営農組合とＪＡ

小林の皆さん、そしてＰＴＡ会長さんです。 

今年は新型コロナウイルス感染と熱中症の予防

のために、事前に８割程度の苗を植えていただき、

活動時間を短くしました。子どもたちにはやや物

足りなさもあったとは思いますが、それでも秋の

収穫を思いながら、元気に活動しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先生から植え方を教わった後に、作業開始。 

 ３・４年生はさすがに慣れた手つきでしたが、

１・２年生も助けてもらいながら上手に植えるこ

とができました。「おいもができたら写真を撮りた

いです。」「みんなと一緒に植えて楽しかったです。」

「家でも作ってみたいです。」などの感想も聞かれ、

楽しく、有意義な活動になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市国際交流員であるドイツ出身のアントニア・

シュルトさんが、１年生３クラスを訪問しました。 

ドイツの位置や家族のこと、町の様子などの紹

介の後は、ニンジンやキュウリ、街並み、学校の教

室など、ドイツと日本の違いをクイズにした「どく

にちゲーム」をしてくださいました。 

クイズに正解するたびに子どもたちからは歓声

が上がり、楽しみながら国によって違いがあるこ

とを理解することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域への愛情を育てることを目的に、校区内の

史跡を歩きながら見学しました。案内は小林ガイ

ドボランティアの皆さん９名です。 

 見学したのは、「内侍塚(ないしづか）」「関ヶ原役

記念碑」「里程標(りていひょう)」「飯田家五輪塔」

「田中の鼻」の５か所で、途中、トイレ休憩を入れ

ながら、約２時間かけて巡りました。 

 これまで何気なく目にしていた史跡に歴史的な

意味があることを知り、子どもたちには地域への

興味が一層湧いたことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野尻小 １・２年生 

サツマイモの苗植え 

幸ｹ丘小 １～４年生 

国際交流員との交流 

最後に記念撮影 

小林小 １年生 

「トニー」と 
呼んでください 

歴史ウォークラリー 三松小 ６年生 

クイズに正解すると大喜び！ 

左は関ヶ原役記念碑、右は内侍塚にある関ヶ原の戦い
から３００年後に建てられた供養碑 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1591841270/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RpbWFnZS5jb20vP2lkPTEyNTc2/RS=%5eADBz7FfmXxqsBPNL_66PdGHgTjKa3Q-;_ylt=A2RimVt1QOBeJxMAvAeU3uV7
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５年生１２名、中学生２５名で行いました。支援

してくださったのは、地域コーディネーターの杉

元さんと小中学校のＰＴＡ生活指導部の皆さんで

す。中学生が小学生をやさしくサポートする場面

も多く見られ、田植えを通して、小中学校の連携や

絆がさらに深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ環境整備部、ＪＡ小林青年部の方々に支

援していただきながら、もち米の苗を植えました。 

時折、雨が降る中ではありましたが、元気に、そ

して楽しみながら活動しました。田んぼ全面に苗

を植えた子どもたちは、手足や顔に泥を付けなが

ら、満足そうな表情を浮かべていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援していただいたのは、まちづくり協議会、 

ＪＡ小林青年部、そして地域の皆さんです。 

田んぼの真ん中から二手に分かれて植え始め、

１時間３０分ほどで終わりました。途中、恒例（？）

の泥んこ大会もあり、楽しみながら、そして、食へ

の感謝も忘れずに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

例年は全校児童での活動ですが、今年は新型コ

ロナウイルス感染防止のために５・６年生のみで

実施しました。 

ＰＴＡをはじめ、営農組合、みかんやまスマイル

会議、栗須ことぶき会など多くの方々のご支援に

より、子どもたちは安心して活動できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの処理とリサイクルについて学習するため

に、九州北清廃棄物処理工場と市清掃工場を訪れ

ました。 

九州北清では、バスで工場を回った後、焼却炉に

ごみを入れるクレーンの様子を見学し（写真左）、

清掃工場では、廃プラスチックが圧縮され、ラップ

で巻かれていく様子を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

旧暦の８月（新暦では８月下旬から１０月上旬ご

ろ）を葉月（はづき）と呼び、現在は、新暦８月の

別名としても用いています。 

葉月の由来は、木の葉が紅葉して落ちる月「葉落

ち月」からという説が有名ですが、稲の穂が張る「穂

張り月（ほはりづき）」という説もあるようです。 

市内のいくつかの小・中学校では、保護者や地域、

関係団体の方々に支援していただきながら、子ども

たちが田植えや稲刈りを体験していますが、６月に

植えた苗は順調に成長し、穂が張る時期を迎えよう

としています。 

今月号では、少し時を戻して、田植え 

の時の様子も紹介します。 

令和２年度  

８月号 回 覧 

小林市教育委員会 社会教育課 KSSVC事務局  (℡22-7912) 

 

Kobayashi School Support Volunteer Center 

田 植 え 

紙屋小５年生・紙屋中生合同 

西小林小 ５年生 

細野小 ５年生 

栗須小 ５・６年生 

終了後、記念撮影をする６年生 

社会科見学  永久津小 ４年生 

https://ja.wikipedia.org/wiki/8%E6%9C%88_(%E6%97%A7%E6%9A%A6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%9A%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%91%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%85%E8%91%89
https://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_7221.html
https://www.irasutoya.com/2013/05/blog-post_9177.html
https://www.irasutoya.com/2016/06/blog-post_882.html
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９月の職場体験に向けて、タブレ

ットを使ったリモート（遠い・遠隔

の意味）での社会人の声を聞く会を

実施しました。 

お話をしていただいたのは、中高生のキャリア

教育や企業の社員研修などに取り組んでおられる

日南市在住の羽田野さん(熊本県のご出身)です。 

ご自身の性格のこと、東京での学生・社会人とし

ての体験、働くことの魅力やコミュニケーション

能力の大切さなどについてお話をされた後は、生

徒たちからの質問に答えていただきました。 

初めは、やや緊張していた生徒たちも徐々に慣

れ、直接の会話や書き込みを通して、羽田野さんと

双方向のやりとりをすることができました。 

小林市では、タブレットが各学校に配付されて

います。今後は、遠くの方とも移動することなくつ

ながることができるこのような取組も広がってい

くのでは、と感じました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会の方々を講師に、車いす体験と

高齢者疑似体験を行いました。 

車いすは小学校でも基本的なことを体験してい

るため、今回は、段差やせまい道、階段での介助な

ど、難易度の高い活動を多く取り入れました。 

高齢者疑似体験は、装具をつけた不自由な状況

での階段昇降や記名、本読みなどを行いました。 

体験を通して、高齢者や障がいのある方々に寄

り添う姿勢を学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南西方の環野地区に、「パラオ環野」という建物

があるのをご存じでしょうか。 

建設されたのは、太平洋戦争終結後に、パラオか

ら同地区に入植された方々の一人、久保松雄さん

(８５歳）です。KSSVC 事務局員で久保さんを訪

ね、お話を伺う機会がありましたので、その概要を

お知らせします。 

パラオとは

パラオ共和国の

通称で、フィリ

ピンの東、ミク

ロネシア地域に

位置する島国で

す。 

６歳の久保さんは、当時、日本

の委任統治領であったパラオに

家族とともに移住し、美しい自

然の中で幸せに暮らしていたそ

うです。 

しかし、太平洋戦争により、 

１９４４年９月から１１月にかけてパラオ諸島の

南にあるペリリュー島で、日本軍守備隊とアメリ

カ軍との激戦が繰り広げられ、多くの戦死者、戦傷

者が出ました。 

２０１５年４月、当時の天皇、皇后両陛下がパラ

オを訪問され、ペリリュー島で戦没者を慰霊され

た報道は、記憶に新しいと思います。 

 戦後、パラオはアメリカ軍の統治領となったた

め、久保さん一家は帰国させられ、横須賀での待機

後に、入植地として小林を選ばれたそうです。 

 入植後も大変厳しい生活を送られたそうですが、 

花卉栽培に取り組まれ、現在は息子さんが跡を継

いでおられます。 

「パラオ環野」は、パラ

オの文化と戦争の悲惨

さを後世に伝えたいと

いう思いで、久保さん

が自費で建設されまし

た。柱や梁(はり)には、

パラオの神話の絵が描

かれ、壁面には戦争遺跡の写真などが掲示されて

います。 

広島・長崎の「原爆の日」、そして「終戦の日」

を迎える８月、戦争の悲惨さ、平和の大切さについ

て、改めて考えてみたいと思います。 

パラオ環野 (たまきの） 須木中 ２年生 リモートで、社会人の声を聞く会 

福 祉 体 験 活 動 東方中 １年生 

パラオ環野 

久保松雄さん 

羽田野さん 

段差での車いす介助体験 高齢者疑似体験 

室内の様子 



 

有料（２００円）で見学することができるそうです

が、事前に（詳しいことは）久保さんにお電話をし

てください。（とのことです） 

電話：０９０－９７２８－４２３８ 
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想像力や言語能力が高まり、感情豊かになるな

ど、その効果が期待されている読み聞かせ。 

小林市では、保護者や地域の方々などで構成さ

れた読み聞かせグループにより、すべての小・中学

校で実施されています。２校の様子を紹介します。 

 

 

 読み聞かせグループ「くす

の木文庫」の皆さんが、３年

生以下と４年生以上に分け、

期日を変えて実施してくだ

さっています。 

通常の絵本の読み聞かせに加え、スクリーンを

使った大画面での読み聞かせ、物語に関するクイ

ズの出題など、様々な工夫も見られます。 

子どもたちは、背筋を伸ばして聞いたり、身を

乗り出したり、リラックスしたりと、様々な姿勢

や表情で読み聞かせに引き込まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者と元保護者の皆さんが、月に１度、全学級

で実施してくださっています。 

生徒たちは、思い思いの姿勢で、リラックスしな

がらも熱心に聞いていました。 

メンバーの中には、３年生が小学１年生の時か

ら読み聞かせをしている方もいらっしゃいます。   

子どもたちが真剣に耳を傾けるのは、９年間の積

み重ねがあるからですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真方在住の井口(いのくち)進さん(９０歳)から、

４名の子どもたちに、悲惨な戦争のこと、終戦前後

の様子、平和への思いを伝えていただきました。 

井口さんは、１５歳で難関の大分陸軍少年飛行

学校に入隊。毎日、勉強や訓練を続けておられまし

たが、戦地に赴くことはなく、１６歳で終戦を迎え

られました。 

しかし、多くの同世代の若者が亡くなっており、

４６年間、知覧(鹿児島県南九州市)の慰霊祭に参列

しておられるということです。 

約４０分間の力強いお話の最後は「戦争は絶対

にだめです。平和を築いていけるのは、皆さんたち

です。」と締めくくられました。 

 

 

 

 

 

 

9月になると厳しい暑さも少しずつ収まり、季節

が夏から秋へと移り変わっていくのを感じます。 

９月の学校行事と言えば、運動会、体育大会です。

子どもたちはもちろん、保護者や地域の方々も楽し

みにしている一大行事ですが、今年は新型コロナウ

イルス感染予防のために、ほとんどの学校が規模を

縮小して行うようです。 

しかし、どの学校も「限られた時間の中で何とか

子どもたちに活躍の機会を与えたい」という思い

は、強く持っていると思います。 

ぜひ、ひとつひとつのプログラム 

に例年以上に集中し、中身の濃い、 

思い出に残る大会を作り上げてほしいものです。 
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読 み 聞 か せ 

小 林 小 

須木小 ６年生 平和への思いを伝える 

三 松 中 

大画面での読み聞かせ 井口 進さん 
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LGBTとは、性的少数者を表す言葉のひとつで、

「レズビアン」「ゲイ」「バイセクシャル」「トラン

スジェンダー」の頭文字を組み合わせた言葉です。 

講師の黒木瑞季さんは、女性に生まれてきたの

に、体が男性だったために男を演じてきたご自身

の生い立ちを通して、LGBT への正しい理解を講

演活動等で啓発していらっしゃいます。 

男子の制服、男女別の着替え、中学校の丸坊主、

級友を避けて過ごした昼休み、修学旅行での入

浴･･･など、当時の悩みや苦しみをお話してくださ

いました。 

 「国内のLGBTの割合は、左利きやAB型の人と

同じ割合です。会ったことがなかったのではなく、

気づかなかっただけなのです。」「これからの子ど

もたちが、私と同じ境遇で悩まないように、社会を

変えたいと思っています。」などの黒木さんの言葉

が、心に響きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和（なごみ）福祉サービス代表の小倉和也さん扮

する「かずばあさん」が、日本の高齢化の現状、認

知症の原因、認知症と物忘れとの違い、サポートの

仕方などを教えてくださいました。 

生徒たちは、西諸弁を交えながらの親しみやす

く、分かりやすいお話を真剣な表情で聞きながら、

認知症の方々をみんなで支える社会にしていくこ

との必要性を学びました。 

終了後、社会福祉協議会から、認知症サポーター

であることを示すオレンジリングが配られ、生徒

たちはさらに意識を高めていました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科の「リサイクルについて調べよう」という

課題を解決するための見学です。説明してくださ

ったのは、業務を受託している「ＮＰＯ法人 赤と

んぼ」の谷村さんです。 

家庭で分別されたごみが、どのように処理され、

リサイクルされていくのかなどの谷村さんのお話

とともに、機械が動く様子も実際に見ながら学習

しました。清掃工場の働きやリサイクルのしくみ、

そして、ごみを減らす大切さを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業、不動産業、外食産業、農業、公務員、

医療関係など、１６の事業所等から２０名以上の

講師を招いてのキャリア学習です。 

生徒たちは、事前に選んだ４つの事業所のブー

スを回り、２０分ずつお話を聞きます。 

講師の皆さんは、仕事の内容、やりがい、喜び

や苦労などについて熱くお話してくださるととも

に、質問にも丁寧に答えてくださいました。 

自分の将来について考えを深めたいという生徒

の思いと、次の世代を育てたいという講師の皆さ

んの思いが重なる素晴らしい取組でした。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科見学 ～清掃工場 

認知症サポーター養成講座 西小林中 ３年生 

人権を考える講演会 ～ＬＧＢＴの理解 細野中 

「かずばあさん」です 

東方小 ４年生 

話し方も教えてもらいました 

将来について考える 小林中 ２年生 

説明してくださった谷村さん 廃プラの塊にラップを巻く機械 

黒木瑞季さん 

同じ目線で話すと
よかよ 
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校区内にある岩戸神社で、３００年以上も舞い

継承されている岩戸神楽について学習しています。 

「岩戸神楽で使われる衣装や道具を観察する」

ことをねらいとした授業では、岩戸神楽保存会会

長の田原さんと神様の衣装を身に付けたＰＴＡ副

会長の小川さんから衣装や道具の説明を受けた後、

実際に刀や鈴、笛、面などを手に取って、じっくり

と観察しました。 

 

 

 

 

 

 

また、「岩戸神社や岩戸神楽の歴史について知る」

ことをねらいとした授業では、社会教育課の井上

さんから、岩戸神社や神社前に建立されている仁

王像の歴史、岩戸神楽の由来などについて、多くの

写真を見せてもらいなが

ら、説明を受けました。 

 授業を通して、地域の伝

統文化への誇りと、それを

引き継ぐことの大切さを感

じたことと思います。 

 

 

 

 

朝鮮出兵から帰還した薩摩藩主、島津義弘の戦功

を祝うために踊られたと伝えられている棒踊り。東

麓新地馬場棒踊り保存会の皆さんの指導を受けな

がら、平成１０年から継承に取り組んでいます。 

この日は、踊りの入場にあたる「出端（では）」を

練習しましたが、入場のタイミング、細かな動き、

掛け声などを丁寧に教えていただきながら、最後は

きれいな隊列を組んで入場することができるよう

になりました。 

棒踊りを地域の伝統文化として継承していきた

いという保存会の皆さんと子どもたちの思いが、練

習中の真剣な表情と動きに表れていました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代から伝承されていた城攻め踊りは、昭和

初期から、途絶えがちだったそうです。しかし、昭

和５７年に当時の６年生により再現され、現在は、

４・５・６年生が継承してくれています。 

この日は、紙屋城攻め踊り保存会の４名の皆さん

から指導を受けながら、４年生が太鼓、５年生が太

鼓と鉦、６年生が鉦の練習を行いました。 

初めて練習をする４年生にとって、太鼓をたたき

ながらの動きは大変難しいのですが、練習を繰り返

すうちにスムーズになり、顔つきも５・６年生と同

じようにきりりとしてきました。学習の成果は、運

動会やほぜ祭りなどで披露しています。 

 

 

 

 

 

 

市内には、地域の伝統文化について学習・体験す

る機会を設けている学校があります(棒踊り、城攻め

踊り、岩戸神楽、兵児踊り、輪太鼓踊り、鉦踊りな

ど)。また、新たな伝統を作る取組も行われています 

(幸ｹ丘太鼓、いちょう太鼓など) 。 

文化とは、言葉や料理、音楽、踊りなどのように、

一定の地域の人々が、日ごろ行っていることだと聞

いたことがあります。例えば、西諸県地域に住む方

の多くは、日ごろ西諸弁で話しており、それが言葉

の文化として根付いています。 

今では特別に保存・継承されている文化も、その

地域の方々にとっては、日常生活に根付いたものだ

ったのかもしれません。 

今月号では、地域の文化の継承に取り 

組んでいる子どもたちの様子も紹介します。 
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